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異常気象の例 
(令和４年８月大雨被害) 

 

●二酸化炭素排出量：2.9 万トン    

2019 年の排出量と比べて 1.1 万トンの減少を
試算しています。 
これは、将来にわたる人口減少によって様々な 
活動量が減少されることを想定していますが、 
今後の取組でゼロにすることを目指します。 

●エネルギー代金の流出：11 億円 

町内全体で年間の灯油や電気等の代金を推計し 
ました。人口５千人とすると、一人当たり 22 
万円になります。 
一方で、再エネの地産地消が浸透すれば、この 
経費の一部を地域経済の活性化に転ずることが 
できます。 

ૉആ৲भਤষधजभ୶ 

●地球の平均気温は、温暖化以前と比べて 
すでに約１℃上昇しています。 

●地球温暖化の影響により、猛暑や豪雨な
どの異常気象が発生しやすくなると考え
られています。 
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2030 年 温室効果ガス排出量 48％ 

2030 年 削減(2013 年比) 
     ※国は 46％、北海道は 48％ 
2050 年 ゼロカーボン達成 
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ैघ 

再エネの拡大 
再エネの地域内利用 

森林保全と資源の有効利用 

エネルギー消費量の削減 
高効率な設備導入 

廃棄物の抑制 

設備の電化の促進 
再エネの利用 

公共交通の利用促進 

●人々の営みにより排出される二酸化炭素などの影響により、 
地球温暖化が進んでいます。 

●地域の資源を活用しつつ、豊かな自然との調和を目指しながら、 
気候変動という世界共通の課題解決に取り組みます。 

●環境に配慮した再生可能エネルギーの最大限導入 
により、二酸化炭素の排出削減を目指します。 

●省エネルギーの取り組みにより、エネルギー消費 
量の削減を図ります。 

●町民一人ひとりや町内事業者、行政一丸となって 
ゼロカーボンを目指します。 

●豊かな自然資源を活かし、エネルギーの地産地消 
による地域経済循環の創出を図り、持続可能な町 
づくりを目指します。 

●環境教育の充実を図り、恵まれた町の自然を将来 
世代に引き継いでいきます。 

●右のイラストのとおり、二酸化炭素の排出量から森林などに 
よる吸収量を差し引いて、“実質的に”ゼロにすることで 
「カーボンニュートラル」や「脱炭素」とも言われます。 

 エネルギー量 
(MWh/年) 

CO2 削減量 
(千ﾄﾝ/年) 

太陽光 156,605 86 

陸上風力 334,764 184 

中小水力 5,591 3 
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今金町には 45,533ha の森林があり、 
樹木の光合成によって、毎年 2.9 万 
ﾄﾝ以上の CO2 が吸収されています。 

①エネルギー消費量の削減 

 → ग़ॿभਤ 

②エネルギーの脱炭素化 

 → ગग़ॿभਈপো 

③エネルギーの転換 

 → ਗ਼৲भਤ 

④吸収源・オフセット 

 → पेॊ&2�ลઽ 
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地球の平均気温の推移 
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 ग़ ॿ ঝ ॠ ش भ  ਤ� ● 住居等の更新時に高効率な設備の導入（ゼロカーボン住宅の推進） 
● 家庭でできる取組の実施（こまめな消灯、暖房の適切な室温管理等） 
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● 本町の排出量を上回る導入目標の設定（CO2 削減量 273 千 t-CO2/年） 
● 再生可能エネルギー由来の水素の製造、利用 
● 導入の担い手となる事業体（地域エネルギー会社）の設立検討 

● 学校での環境教育の推進（森林などの本町の特徴を生かした脱炭素の取組） 
● 地域住民への情報発信（町内会などを通じた脱炭素に関する情報発信） 

ગग़ॿਓ३५ॸभଡണ� ిदग़ॿऩছॖই५ॱॖঝ�

地域エネルギー会社による太陽光 

発電を中心とした再エネ電源開発 
と供給 

ગে૭ચग़ॿঝॠشभਈপো�

ゼロカーボン建物・住宅の推進 
建物のエネルギー消費を抑えた 
ZEB/ZEH 化の推進 

●農作物残渣の炭化(バイオ炭)
による CO2 の固定化 

●経済価値化(J クレジット)と 
農地施用 

০সभలਟ൸�
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●モビリティの EV・FCV 化 

●公共交通のスマート化 

র৵ৡਗ਼ 

河川の落水を利用した発電 
�

୬഻ਗ਼�
遊休地や農地等を活用 

した太陽光事業 

ಮ௯ৡਗ਼�
風況良好地における自然
や景観に配慮した発電 

持続可能な森林経営の推進 

森林による CO2 吸収量の可視化に
よる経済付加価値向上 

ಞभણ৷�
再生可能エネルギーの余剰電力
等を活用した水素の製造と利用 

� � ॉੌाभਤ৬ 

● PDCA を行いながら取組を進めるため、進捗管理や評価を行う体制を構築します。 
● 町が政策・施策等の検討、並びに事業の進捗状況の把握を担います。 
● 設定した指標に基づく進捗状況の報告を審議会等で行い、評価・助言等を得て、政策・施策等の検討に反映させます。 
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ස�
●不要な照明はこまめに消灯しましょう 

●思い切って LED に替えることも考えて
みましょう 

ഐಛ�
●冷蔵庫の温度設定を確認しましょう（強から中

や弱にする） 

●冷蔵室は庫内が均一に冷えるように、常温保存
できるものは冷蔵庫から出したりしながら、隙
間を空けて食品を入れましょう 

ॸঞঅ�
●視聴しないときはこまめに

消しましょう 
●画面の設定を確認して、部

屋の明るさに合わせた適切
な明るさで視聴しましょう 

ඬ�
●暖まった空気を循環させたり、厚手の

カーテンや床まで届く長いカーテンを
使用して、暖房効果を高めましょう 

●ひざ掛けを使って過ごすなどのウォー
ムビズを実践しましょう 

ঃ९॥থ�
●「ディスプレイの電源を切る」や「PC

をスリープ状態にする」の時間を短く
しましょう 

●画面の輝度を下げるなど、設定を確認
しましょう 

ਗ਼ਞଲષ�
●リモコンでスイッチを切っていても、機器に

よっては主電源が入っていると電力を消費し
ます 

●主電源を切って待機電力を減らしましょう 

ആຸཱིౠ�
●放熱防止のため、ふたを閉めましょう 

●外出・就寝時は節電モードを上手に使いましょう 

௯�
●間隔を空けずに入浴しましょう 

●ふたをして、浴槽にためたお湯の熱を逃がさない
ようにしましょう 
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